
自
学
な
ら
で
は
の「
学
修
者
本
位
の

教
育
へ
の
転
換
」の
実
現
へ

2/19に第１回ピッチ開催

　
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
大
学
教
育
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
一
気
に
進
み
ま
し
た
。
2
0

1
7
年
度
時
点
で
３
割
弱
し
か
導
入
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
I
C
T
を
使
っ
た
授

業
も
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
大
学
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
活
用
に

対
す
る
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
も
下
が

り
、「
技
術
を
用
い
て
新
し
い
学
び
の

価
値
を
生
み
出
す
」
と
い
う
デ
ジ
タ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
が
整
っ
て
き
ま

し
た
。
一
方
で
、
技
術
の
活
用
自
体
が

目
的
化
し
て
し
ま
い
、
教
育
の
価
値
向

上
に
つ
な
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

ま
す
【
図
表
１
】。
遠
隔
授
業
の
た
め
、

盛
ん
に
な
っ
た
F
D
も
然
り
で
す
。「
教

員
が
何
を
教
え
る
か
」
と
い
う
イ
ン

プ
ッ
ト
の
さ
せ
方
に
終
始
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
こ
こ
で
立
ち
戻
り
た
い
の
が
、

「
学
修
者
本
位
の
教
育
へ
の
転
換
」
を

掲
げ
た
「
2
0
4
0
年
に
向
け
た
高
等

教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
答
申
」
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
何
を
実

現
さ
せ
た
い
の
か
、
ま
ず
は
目
的
を
明

確
に
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
今
、
文
部
科
学
省
は
大
学
の

D
X
を
支
援
す
る
た
め
、
主
に
３
つ
の

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
つ
目

が
2
0
2
0
年
度
補
正
予
算
で
実
施
し

た
「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高

専
教
育
高
度
化
プ
ラ
ン
」
で
す
【
図
表

２
】。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
え
ば
、①
場

所
・
時
間
・
コ
ス
ト
か
ら
の
解
放
、②

学
び
の
可
視
化
、③
事
務
の
効
率
化
、

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
従
来

や
り
た
く
て
も
困
難
だ
っ
た
「
学
修
者

本
位
の
教
育
」
と
「
学
び
の
質
の
向
上
」

の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
に
、
60
億

円
を
投
資
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

「
取
組
例
」
で
挙
げ
た
L
M
S
や
V
R

の
活
用
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
大
学
の
D
X

の
ポ
イ
ン
ト
は
自
学
の
「
育
て
た
い
人

物
像
」
を
言
語
化
し
、
そ
の
た
め
に
デ

ジ
タ
ル
で
ど
ん
な
教
育
的
価
値
を
生
み

出
す
か
を
日
頃
か
ら
議
論
す
る
こ
と
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
た

新
し
い
高
等
教
育
の
あ
り
方
の
模
索
も

必
要
で
す
。「S

ch
e
e
m
-D

」
は
、

大
学
と
社
会
の
距
離
を
縮
め
る
た
め
の

新
し
い
ス
キ
ー
ム
で
す
【
図
表
3
】。

今
ま
で
大
学
教
育
は
大
学
だ
け
で
考
え

実
行
し
、
国
が
そ
の
財
源
を
支
援
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
「
デ
ジ
タ
ル
活
用

の
壁
」
を
越
え
る
に
は
、
社
会
と
も
連

携
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ

の
ス
キ
ー
ム
を
通
じ
て
、
教
育
高
度
化

の
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
教
職
員
や
学
生

と
、
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
を
持
つ
企
業
、

そ
れ
を
支
援
し
た
い
投
資
家
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
り
、
社
会
で
高
等
教
育
の

D
X
を
進
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
を
育
て
て
い
き
た
い
。
大

学
に
と
っ
て
も
、
社
会
に
対
し
て
自
学

の
教
育
の
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
に

も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
社
会
に
対
す
る
価
値
の
提
供

と
い
う
意
味
で
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
教
育
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
デ
ジ
タ

ル
社
会
に
お
い
て
こ
れ
を
無
視
し
た
教

育
で
は
、
若
者
た
ち
は
丸
腰
の
ま
ま
世

界
の
荒
波
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
内
閣
府
、
経
産
省
と
共
に
取
り

組
む
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

A
I
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
」【
図

表
４
】
の
活
用
は
、
社
会
が
求
め
る
人

材
育
成
に
取
り
組
む
大
学
と
し
て
、
企

業
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
な
り
ま
す
。
社

会
に
出
る
と
文
系
・
理
系
と
い
う
区
分

け
は
関
係
な
い
た
め
、
特
に
私
立
文
系

の
大
学
の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
認
定
制
度
で
は
、「
全
学
開
講
」

が
要
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
・
看

護
な
ど
、
資
格
取
得
系
の
学
部
を
抱
え

る
大
学
で
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
既
存
の
授
業
に
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
要
素
を
組
み
込

む
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
大
学
の
D
X
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

教
育
も
、
資
金
や
人
員
の
投
資
が
必
要

で
す
。
大
学
の
経
営
層
は
「
５
年
先
、

10
年
先
の
自
学
の
学
生
の
就
職
先
が
ど

う
な
る
か
」
を
想
像
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
業
界
や
職
種
が
縮
小
、
消
滅

す
る
可
能
性
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
未

来
を
変
え
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
経
営
方

針
を
変
え
る
こ
と
で
す
。新
た
な
業
界
、

企
業
へ
人
材
を
送
り
出
す
教
育
機
関
と

し
て
ど
ん
な
学
修
者
本
位
の
学
び
に
投

資
す
る
の
か
？
　
大
学
の
経
営
戦
略
が

今
こ
そ
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

取材・文／本間学

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
の
目
的
と

社
会
と
の
連
携
が
鍵

2021 3-47 2021 3-4 6

【図表3】Scheem-Dの概要

【図表4】数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）

【図表1】高等教育のDX化プロセスと「よくある話」

【図表2】デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン

＊文部科学省服部氏の話に基づき編集部で作成

DX化
プロセス

DX化で
“よくある”話

大学・短期大学・高等専門学校において、デジタルを活用した教育の先導的なモデルとなる取組を
推進するため、デジタル技術活用に必要な環境整備費を支援する。

・大学教育の価値を最大限に高め、学生中心の新しい学びを創造するデジタライゼーション・プロジェクト
・ピッチイベント・メンタリングとコミュニティの形成を通じて、新たな大学教育に挑戦するイノベーターを応援するプロジェクト
・企業や投資家に大学教育への参画を積極的に促すことで、社会全体で学生を育てるエコシステムを醸成するプロジェクト

「学修者本位の教育の実現」（１億円×30件程度）

学生に
選ばれる

主な要件

ピッチイベント・メンタリング

スケジュール

認定教育プログラム 認定教育プログラム +（プラス）

企業に
選ばれる

DXを意識する 現状と理想の
ギャップを分析 技術を導入 投資・実行する 理想像を実現

価値向上

・でも何をやろうかな
・あのシステム、
 評判がいいみたい
・あのシステムを
 入れてみよう

・大学からDXで何か
 やるぞと言われている
・ほかの先生も
 デジタル技術を
 使っているみたい
・やってみるか

・導入費用はいくら
かかるのかな？
・使い方を
 勉強しないと

・自分の講義では
 この機能を追加
 しないと

・あの評判がいい
 システムなら
 いいだろう

・やっとシステムが
 導入できたぞ
・あれ？ 
 学生の成績は
 変わらないな

DX化の理想像
を設定する

DXを意識する 手段が目的化 手段を詰める 手段に没頭する 価値を見極めず
システム導入

価値が
向上しない

事業概要

入学から卒業まで一括管理した学生データ ＋ AI技術による解析

数理・データサイエンス・AI教育にコミットする大学・高専を応援！
多くの大学・高専が数理・データサイエンス・AI教育に
取り組むことを後押し！

学生 大学 企業

講義やオンデマンド授業・VR等を活用した
実験等・実際の実験等の教育手法を
組み合わせ、学びの質を向上

遠隔授業による成績管理を発展し、学修管理システム（LMS）を導入して全カリ
キュラムにおいて学生の習熟度等を把握。蓄積された学生の学修ログをAIで解
析し、学生個人に最適化された教育（習熟度別学修や履修指導等）を実現。

VRを用いた実験・実習を導入するなど、デジタルを活用し
て、これまで困難と思われていた内容の遠隔授業を実
現。さらに、自大学等のみならず、開発した教育システムや
デジタルコンテンツ等を他大学等と共有・活用。

数理・データサイエンス・AIの素養のある学生を輩出

アイデア・技術はあり、資金・ノウハウ・
パートナーが欲しい教員・企業

大学教育関連市場を開拓したい投資家
技術・サービスを展開するノウハウを
持つ企業

大学教育を
高度化したい教員

大学教育に参入したい企業

アイデア・技術はあり、
実証の場、共同開発者が
欲しい教員・企業

アイデアはあり、
技術が欲しい教員・企業

実践を披露・共有
したい教員・企業

これから実践したい教員
学内に共有したい職員

・１年以上の実施実績がある
・希望する学生に広く実施される正規課程（全学開講）
・具体的な計画の策定、公表
・学生の関心向上、体系的な教育
・履修を促す取り組みの実施
・点検・評価（履修率、学修成果、進路等）の実施、公表

2021年４月下旬～５月中旬 公募→2021年７月末頃 初回認定大学決定  以後、毎年認定等を実施

・「認定教育プログラム」として
 認定されている
・履修率５割以上
 （３年以内に達成見込みも可）
・大学等の特性に応じた特色ある
 取り組み

オンラインでライブ配信された第１回目。
104件の応募のうち10組が発表（教員6、
企業3、学生1）、500人超が視聴した。

「ARを使った体験型・非言語教材」「学生
目線で作る履修選択サポートシステム」

「学びの姿勢・雰囲気可視化共有システ
ム」等が提案され、協力者を募集。橋渡し
はスキームD・PJチーム（文科省）が行う。

Scheem-Dコミュニティ

Edtech市場の拡大

社会実装のチャンス

実践・実証の場

新テクノロジー

構想の成熟度

産学連携の事例

学生の成長事例

企業の成長事例
Peer support

国際連携の事例

留学生の拡大事例
大学DX実践事例

取組例 1 「学びの質の向上」（３億円×10件程度）取組例 2

新型コロナウイル
ス感染症のリスク
があるなか、対面
式の実験・実習の
実施が困難

VR技術等による
臨 場 感あふれる
実験・実習のデジ
タルコンテンツを
作成

はっとりまさし●2002年文部科
学省入省。主に、科学技術行政に
従事。内閣府にて統合イノベー
ション戦略、バイオ戦略の策定など
をこれまで担当。

高等教育局 
専門教育課 企画官

服部 正

高
等
教
育
の
D
X
施
策
が

め
ざ
す
も
の
と
は
？

文科省に
聞く！

企業、投資家、執行部の参画

＊文部科学省「大学教育のデジタライゼーション・イニシアティブ（スキームD）ピッチ参画者の募集について」より一部抜粋
＊ピッチの様子は見直し配信で視聴可能。
https://scheemd.mext.go.jp/streaming.html

＊文部科学省「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」資料より一部抜粋＊文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラムの推進」より一部抜粋

学修管理システム
（LMS）

・学生情報
・履修登録情報 etc.

学務情報支援システム

・学修者と教材の管理 
受講者登録、教材の登録、テストの登録、合否管理等
・学修者の進捗状況管理 
学修進捗把握、成績管理、オンラインでの質問等

・活動記録
・自己評価 etc.

学生ポートフォリオ

特集  何のため？ 何をする？ どう進める？ 大学のDX

＊ Student-centered higher education ecosystem through Digitalization 

＊

種類


